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夢に向かって 笑顔いっぱい みんなでチャレンジ

服も 顔も ドロだらけ！

“楽らく 笑 ＳＨＯＷ”な学校 なか１０００笑楽校

全校児童が参加して、春の交通安全教室を実施しました。
大仙警察署中仙警察官駐在所の所長さんと、巡査長さんにもお越しいただき、自分の命

を自分で守ることの大切さを教えていただきました。その後の実際の運転場面でも、１人
１人に寄り添うていねいなご指導をいただきました。

私からは、全国の小学生の自転車事故は、警察の皆さんの頑張りや小学生の意識の高ま
りで、この１０年間で半分くらいに減っていること。そして、それでも小学生の自転車の
運転で３００人もの人が被害に遭っていること。ヘルメットを付けていたことで、命を守
ることができた小学生がたくさんいることなどをお話しました。
生徒指導主事の先生からは、

『四つの左』（左からのる・左からこぐ・左をとおる・左へおりる）を意識して、
ルールを守って安全に乗ることを教えてもらいました。
プラスして駐在所のさんからは、右利きの子どもたちも

『ブレーキも左』からかけられるようにアドバイスしてもらいました。

今回は、心配なこともありました。中学年を中心として、１０人は道路に出て運転して
はいけない危険なレベルの子どもたちがいました。中学校に向けて、訓練が必要ですね。
うれしかったこともあります。『もうヘルメットは当たり前！』９割以上の子どもたち

がヘルメットを着用してきました。家庭の意識の高まりが見えました。また、朝と夕方の
自転車の運搬へのご協力も大変ありがとうございました。



６年生 総合的な学習の時間
『八乙女学習』がスタート

５月１２日（金）『自然観察会』
実際に観察したかったのですが、前日の熊の事故のため

に山が立ち入り禁止になったので、「八乙女山を守る会」
の皆川貢さんにお越しいただき、八乙女山の植物について
勉強しました。
日本タンポポとセイヨウタンポポの違いを資料で学んで、

八乙女山のタンポポの８割は日本タンポポの中でも『エゾ
タンポポ』といわれるものであることや、昆虫による受粉
が必要なこと、春しか花が咲かないことを教えていただき
ました。
そのほかにも、「雑草という名前の植物はない」という

ことで、エビネやクサノオウなどの名前の由来なども教え
てもらいました。

５月１６日（火）『桜を学ぼう』

この日は、樹木医さんから、桜の種類や病気の
ことを学びました。
日本の桜の８割を占める「ソメイヨシノ」です

が、カビの一種である「テング巣病」という病気
にかかりやすく、枝を切るしか解決方法ががない
そうです。
そこで、『八乙女山を守る会』の皆さんが、枝

切り作業や肥料やりをしているのだそうです。
この日は、守る会の会長とさん、さんにもお越

しいただきました。
これから６年生は、守る会の皆様と一緒に、実際

の活動に参加させていただきます。

ふるさと学習 パワーアップ！
ついに“学校田”が誕生しました。

自分たちの住む地域の基幹産業でもある稲作の体験を通して、ふるさとの人に学び、
ふるさとのよさを実感することができる学びとして、今年度から新たに総合的な学習を
中心に、「稲作体験学習」をプログラムしました。
地域の農業関係者の方々にご協力をいただき、中仙中学校北側の田んぼで体験活動を

実施していきます。

①田んぼ遊び ５月１７日（水） ４年生
②田植え体験 ５月２４日（水） ５年生・６年生
③稲刈り体験 ９月２６日（火） ５年生・６年生
④なべっこ＆収穫感謝祭 １０月１３日（金） 全校児童

昨日の「田んぼ遊び」には、冨岡徳男さん、めぐみさんご夫妻と
玉井慎太郎さんにも、田んぼの事前準備や水の管理等をしていただき、下の写真のような
豪快な遊びが体験できました。ＰＴＡ参観日くらいのたくさんの保護者や祖父母の皆様の
参観と応援をもらいながら、楽しいひとときが生まれました。これから、田植えや収穫も
楽しんでいきます。学校田の看板も５年生が考え中です！


